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本研究では，スマートフォンを自由に使用しながら講義を受けることが，学習者にどのような影響を与える

のかインターネット依存との関係性をもとに首都圏の大学生を対象に調査を行った.スマートフォンを自由に

使用しながら講義を受けることで，インターネット依存の高さと受講者のその講義を理解できたという相関が

みられるが，講義後の知識に差はみられないことがわかった.	
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１.はじめに  

	 寺尾ら（2014）によれば,大学の講義中に学生がス

マートフォンを私的な目的で操作している主な目的

は,「SNSなどのコミュニケーション(1)」である.大学

の講義中にスマートフォンを使用する場合と使用し

ない場合において，学習者の興味,集中力,理解力に

影響はあるのだろうか.また,インターネット依存に

応じて,異なる意識を抱くことも考えられる.そこで

本研究では，スマートフォンを自由に使用しながら

講義を受ける群とスマートフォンを使用せずに講義

を受ける群を比較し，インターネット依存と受講者

の興味,集中力,理解できたという意識の関係につい

て明らかにすることを目的とする.	

２.方法  

 実験の手順を表１に示す. 2017年10月15日，大学

生60名（男性30名，女性30名）を対象に調査した.ま

た，スマートフォンを自由に使用しながら講義を受

ける30名（男性15名，女性15名）をながら群とし，

スマートフォンを使用せずに講義を受ける30名（男

子15名，女子15名）を非ながら群として2群に分けて

比較をした.ながら群は,講義前にスマートフォンを

机上に置くように求め,普段の大学の講義と同様に

スマートフォンを使用するように指示した.非なが

ら群は,スマートフォンを受講者のカバンに入れる

ように求め,講義中のスマートフォンの使用を禁止

した.	教材は，高等学校の生物の単元「生物の系統」

を使用した.講義は,筆者がスライドを用いて,原稿

を読み上げる形式で行った.受講生には,スライドと

同様の用紙を配布し,自由に使用するよう指示した.	

表１	 実験の手順	

時間	 ながら群	 非ながら群	

5分	 事前質問紙	

20分	 スマートフォンを

使用しながら講義

を受ける	

スマートフォンを使

用せずに講義を受け

る	

10分	 事後質問紙1	

180分	 本実験とは関係のない作業	

5分	 事後質問紙2	

  調査は,4つで構成される.	調査1は,ながら群が	

スマートフォンを使用した人数,時間,使用用途を	

知ることを目的に行った.調査2は,	知識を知ること

を目的とし,講義の前後に事前質問紙と事後質問紙

を用いてテストを行った.分析は,テストの時期と	

群の2要因分散分析を行った.調査3は,	インター	

ネット依存を測定した.	質問は,Young	(1998)の20項

目の尺度(2)を大学生用に調整したものを用い,5件法
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（5.いつもある～3.どちらともいえない～1.全くな

い）で回答を求めた.調査4では,「あなたは今回の	

講義の内容について,あなたが思ったこと,感じたこ

とを教えてください」と教授を行い,講義への興味,

新たな発見,集中力,理解できたという意識を知るた

めに,5件法（5.強くそう思う～3.どちらともいえな

い～1.全くそう思わない）で回答を求めた.調査3と

調査4の分析は,事前調査で得られたインターネット

依存と事後調査で得られた授業への興味,新たな	

発見,集中力,理解できたという意識に関して,群	

ごとに一元配置分散分析と相関係数を求めた.		

３.結果と考察  

 調査1の結果から,	ながら群がスマートフォンを

使用した人数は30名中24人で,スマートフォン使用

者の平均使用時間は20分中6分であった.使用用途は,

ながら群のスマートフォン使用者の24名中21名が

SNSに使用し,そのうち19名はLINEを使用していた.

調査2の結果から, 群と時期を要因とした2要因分散

分析の結果,	時期要因においては主効果が認められ

た(F(1,55)=24.49,p<.001)が，群要因には主効果は

みられなかった.ながら群は,実験前(n=28)の平均値

（標準偏差）は1.62(1.15)であったが,実験後(n=29)

は2.76(1.50)と得点が高まった.	非ながら群は,実

験前（n=27）の平均値（標準偏差）は,1.86(0.80)で

あったが,実験後(n=29)は2.54(1.04)と得点が高く

なった.調査3と調査4の実験結果の平均値と標準偏

差を表2,相関係数を表3に示す.各項目ごとにながら

群と非ながら群において,	一元配置分散分析を行っ

たところ,全ての項目に有意な差がみられなかった.	

表3のながら群において,インターネット依存と	

興味，新たな発見，集中力，理解力できたという	 	

意識において正の相関がみられたが，非ながら群は

正の相関がみられなかった.	ながら群のインター	

ネット依存と理解力の関係を図1に示す.	調査2と	 	

図1の結果から,スマートフォンを自由に使用しなが

ら講義を受けることで，インターネット依存の高さ

と受講者のその講義を理解できたという相関がみら

れるが，講義後の知識に差はみられないことがわか

った.	

４.まとめと今後の課題  

スマートフォンを自由に使用しながら講義を受け

ることは，インターネット依存が高い受講者にとっ

ては，ポジティブに感じる影響がある可能性が示唆

された.また，講義後のテストより両群間に講義内容

に関する知識の差はみられないことがわかった.	

	 今後の課題としては，講義の回数を重ねた分析,	

自由記述の分析などが挙げられる. 	

表2 ながら群と非ながら群の平均値と標準偏差	

	

イ ン タ

ー ネ ッ

ト依存	

興味	
新たな

発見	
集中力	

理解でき

たという

意識	

な が

ら群	

51.87	

(11.67)	

2.77	

(1.12)	

3.07	

(1.08)	

2.87	

(1.06)	

2.76	

(0.96)	

非 な

が ら

群	

50.67	

(13.97)	

2.50	

(1.23)	

2.67	

(1.30)	

2.47	

(1.06)	

2.40	

(1.02)	

※（  ）内は標準偏差を示す 

 

表3 インターネット依存と各項目の相関係数 

	 興味	
	新たな	

	発見	
集中力	

理解できた

という意識	

ながら群	 .21	 .67	 .38	 .41	

非ながら群	 .02	 -.02	 -.15	 -.33	

 

図1 ながら群のインターネット依存と理解力の関係 
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